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「国内株式市場の大幅下落について」

2021年2月26日

出所：日本経済新聞社、東京証券取引所、S&Pダウ・ジョーンズ・インデックス、FACTSET、Bloombergのデータをもとに、T&Dアセットマネジメントが作成
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＜市況＞

2月26日の国内株式市場では、日経平均株価が前営業
日比1,202.26円安の28,966.01円で取引を終えました。

同日の下落率が前営業日比で約4.0％の下落、年初来で
は約5.5％の上昇まで縮小しました。

セクター別では、その他製品（前営業日比約4.5％下落）、
電気機器（同約4.4％下落）、パルプ・紙（同約4.2％下落）な
どが下げを主導しました。

個別銘柄では、日産化学（同約7.8％下落）、アドバンテス
ト（同約7.5％下落）、SCREENホールディングス（同約6.5％
下落）などが相対的に大きく下げました。

※セクターは東証33業種分類

＜背景＞

2月26日の国内株式市場の下落には、主に以下の要因
があげられます。

・世界的に債券売りが強まり、2月25日に米国債利回りが
急上昇したため、米国株式が急落したこと

・上記のことを受けて市場のリスク回避姿勢が強まったこと

＜今後の見通し＞

足許、米国では各種経済指標が力強い改善を示していま
す。こうした中、米国における物価上昇圧力も強まっている
模様です。米連邦準備制度理事会（FRB）が緩和姿勢を維
持していますが、緩和の必要性が次第に薄らぎ、後退に向
かうとの思惑から、金利が上昇し、株価が下落しています。

米国の物価上昇圧力は、しばらく続くと考えられることか
ら、こうした状況も当面は続くと予想します。

国内株式市場では、内外経済の回復が既に織り込まれ
ていた面もあり、経済指標の改善による上振れ余地は限ら
れそうです。当面は国内株式市場の動きに注意が必要で
あるとみています。
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